















































(1) 村越郭人著， w事務システムへのアプローチー現代的 IE感覚による実践的接近法一』
学文社， 1985年， p. 1890 












































































事務原価管理 (costcontor1 in the office)を提唱したのは C.B.ヒックス
(CharlesB.Eticksy)である。ここでいう事務原価とは， I情報の生産原価」
としての情報処理に要する総合費用のことである。事務原価は伝票一枚当り
(6)" Charles B. Hicks and Irene PLace， q庁iceManagement， Allyn and Bacon， Inc.， 1956. 




























(7) 村越郭人著，前掲書， p. 153。
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帳票 係数 実際枚数 換算枚数
代表帳票 |受注票| 1，000 1，000 
納品書 0.9 1，000 900 
計 2，000 1，900 










































(8) Philip B. Crosby， QUALITY IS FREE， McGraw-Hil1， 1979. 
小林宏治監訳， Wクオリティ・マネジメント』日本能率協会， 1980年。




の可能性一 JW経営と経済~ (長崎大学)，第72巻第3号(1992年12月)， pp. 29-54を
参照されたい。
(10) 日本能率協会編集部稿， I要求条件を明確にするための強力なツール プロセス・モデ










































































































































$ 36， 000 
$ 36， 000 x 96= $ 3， 456， 000 



























nMA ジャーナJレ~， (1985年 3月)， pp.39-40。
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4.オーバーヘッド・バリュー・アナリシス
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高等河 Z阜市町f 肉ね .:t~ 現れ 事3減じ


















































高 い O ム ム
中程度 O ム × 
低い O × × 






























このような BPAは第 1段階 BPAにおけるビジネスプロセス・モデルの
























































































































































































































































車合 与 ￥600，000 配賦 人員数
与 税 60，000 配賦 人員数
その他の給付 120，000 配賦 人員数
消耗品費 3，000 配賦 人員数
旅費・交通費 9，000 直果
OA維持費用 30，000 配賦 端末台数
減価償却費 20，000 配賦 端末台数
計 ￥842，000 
設計部門 配賦基準
与 ￥420，000 配賦 人員数
与 税 42，000 配賦 人員数
その他の給付 84，000 配賦 人員数
消耗品費 4，000 配賦 人員数
旅費・交通費 6，000 直果
CAD維持費用 28，000 配賦 端末台数





































人件費と消耗品費 ￥783，000 人員数 20名 ￥39， 150* 
OA維持費用と減価償却費 50，000 端末台数 10台 5，000 
旅費 交通費 9，000 直 課




人件費と消耗品費 ￥550，000 人員数 10名 ￥55，000 
CAD維持費用と減価償却費 42，000 端末台数 10台 4，200 
旅費 交通費 6，000 直 課





人件費と消耗品費 ￥ 78，300* 
OA維持費用と減価償却費 5，000 
旅費・交通費 9，000 




CAD維持費用と減価償却費 21， 000 
旅費・交通費 6，000 
言十 ￥247，000 












































以上 QM，OVA， BPAの比較・検討から BPAを基本モデルとし，それに
QMや OVAの考え方を加味しながら，筆者なりの簡素化のための事務部門
原価管理法の呈示を行ったわけであるが，この方法は活動原価計算の情報を
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